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外
部
評
価
を
受
け
て
・
・
・

平
成
27
年
に
外
部
評
価
を
受
審
し
た
、

み
や
こ
の
苑
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
行
橋
市
）

管
理
者
の
藏
園
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。 

 
   

職
員
全
員
で
各
項
目
に
つ
い
て
自
己

評
価
を
行
い
ま
し
た
。 

考
え
方
の
指
針
を
参
考
に
し
て
、
こ
こ

は
こ
う
い
う
事
を
問
う
て
い
る
の
か
と

確
認
し
な
が
ら
進
め
る
の
で
す
が
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

職
員
が
知
る
た
め
の
勉
強
に
な
る
と
と
も

に
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
繋
が
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。 

 
  

訪
問
調
査
の
日
は
な
る
べ
く
良
く
見

せ
よ
う
と
い
う
思
い
は
働
き
ま
す
が
、
あ

り
の
ま
ま
を
見
て
も
ら
い
、
助
言
や
意
見

を
い
た
だ
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。 

ま
た
調
査
員
の
方
も
丁
寧
に
調
査
し
、

事
業
者
側
の
説
明
も
参
考
に
し
て
評
価

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

   

職
員
が
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
意
識

す
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
地
域
と
の

交
流
で
清
掃
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
外
部
評
価
で
「
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
向
け
て
期
待
し
た
い
内
容
」
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
場
合
も
、
外
部
評
価
以
外
の

項
目
で
で
き
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
と

こ
ろ
に
つ
い
て
は
目
標
達
成
計
画
を
作

成
し
、
改
善
に
向
け
て
実
行
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

 
          【

受
審
の
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】 

施
設
福
祉
部

評
価
推
進
課 

☎ 

０
９
２
‐
５
８
４
‐
３
６
１
０ 

福祉サービス第三者評価事業のご案内
 
○福祉サービス第三者評価事業とは 

    福岡県福祉サービス第三者評価推進機構から認証を受けた公正・中立な第三者機関が、福祉サービスを提

供している事業者について、専門的かつ客観的な立場から評価を行う仕組みです。一般の方々に対し、福祉サ

ービスの選択に有効な情報を提供し、また、事業所での福祉サービスの質の向上を図ることを目的としています。

○受審の効果は 

・ 利用者の安全、権利擁護、職員の質の向上など、健全な福祉経営の新たなヒントを得るきっかけとなります。

・ 自己評価や訪問調査等の第三者評価のプロセスを通して、職員の気づきの力、サービスの改善、課題の共有

化が深まります。

○保育所の計画受審  

平成２７年度から５年間で保育所の受審を促進するために、受審・公表を行った保育所に対して、受審料の半

額程度を補助することとなりました。
 

利用者の皆様に安心して質の高い福祉サービスを利用いただくために、積極的な受審をお願いします。
 

福岡県福祉サービス第三者評価の評価結果は、下記のＨＰで確認できます。 

  ・福岡県福祉サービス第三者評価推進機構ＨＰ http://www.fsw.or.jp/hyoka/top.html 

●受審の申込みは、下記評価機関へ直接ご連絡ください。 

・公益社団法人福岡県社会福祉士会 ☎

・特定非営利活動法人医療・福祉ネットワークせいわ ☎

・特定非営利活動法人北九州シーダブル協会 ☎

・公益社団法人福岡県介護福祉士会 ☎

●福岡県福祉サービス第三者評価推進機構事務局 

・福岡県社会福祉協議会 施設福祉部 評価推進課 ☎

受審されたみやこの苑グループホーム

で梅干しづくりに励む利用者のみなさん

     

外
部
評
価
と
は
、
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
事
業
所
及
び
介
護
予
防
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
（
以
下

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
）
で
提
供
し
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
、
第
三
者

の
立
場
で
評
価
調
査
員
が
行
う
訪
問
調

査
の
結
果
と
、
評
価
を
受
け
る
前
に
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
が
行
っ
た
自
己
評
価
の
結

果
を
併
せ
た
総
括
的
な
評
価
結
果
を
公

表
す
る
制
度
で
す
。

平
成

年
か
ら
制
度
化
さ
れ
、
平
成

年
か
ら
１
年
に
１
回
の
受
審
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

外
部
評
価
結
果
と
そ
れ
を
も
と
に
事

業
所
で
作
成
さ
れ
た
目
標
達
成
計
画
は
、

保
険
者
で
あ
る
市
町
村
に
提
出
さ
れ
、
事

業
所
が
実
施
し
、
利
用
者
家
族
や
行
政
、

地
域
住
民
等
が
参
加
す
る
運
営
推
進
会

議
で
報
告
さ
れ
ま
す
。

公
表
は
ワ
ム
ネ
ッ
ト
で
行
っ
て
お
り
、

利
用
家
族
や
今
か
ら
入
所
を
検
討
し
て
い

る
家
族
等
誰
で
も
自
由
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
会
で
は
、
平
成

年
に

評
価
機
関
と
し
て
県
の
選
定

を
受
け
、
以
来
本
事
業
を
実

施
し
て
お
り
平
成

年
度
は

件
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

外
部
評
価
の
公
表
ま
で
の
流
れ
に
つ

い
て
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
ら
提
出
い
た
だ

い
た
資
料
や
訪
問
調
査
で
の
聞
き
取
り

を
も
と
に
状
況
把
握
に
努
め
、
そ
の
事
業

所
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
伝
え
る
こ
と
は 

                      

も
ち
ろ
ん
、
特
色
や
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
等
を
評
価
結
果
と
し
て
記
載
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
評
価
結
果
を
公
表
す
る

際
は
、
着
実
に
一
つ
ず
つ
課
題
を
解
決
い

た
だ
け
る
よ
う
改
善
点
や
課
題
を
整
理

し
て
い
ま
す
。 

                      

評価の目的

１ 利用者及び家族の安心と満足の確保を図ること。

２ ケアサービスの水準を一定以上確保すること。

３ 改善点を明確にし、改善に向けた関係者の自発的努力と体
制づくりを促すこと。

４ 継続的に評価を行うことを通じて、関係者による自主的な
研修等によるケアの向上を促す教育的効果をねらうこと。

５ グループホームに対する社会的信頼を高めること。

※地域密着型サービス サービス評価ガイドブックから抜粋

特 集

社会福祉法人 福岡県社会福祉協議会 外部評価の流れ 
 
 市 町 村 事 業 所 福岡県社会福祉協議会

   
① 外 部 評 価 受 審 申 込  

④ 業 務 委 託 契 約 書 の 提 出  

② 申 込 受 付 

③外部評価業務委託決定通知の送付  

⑤ 業 務 委 託 契 約 締 結

⑧ 訪 問 調 査 日 程 調 整
※訪問調査希望時期の１～２ヶ月前に

日程確認

⑪ 訪 問 調 査 実 施 （ １ 日 ）

⑬評価審査委員会小委員会の開催

 
⑮評価結果（案）の内容確認

 

⑯評価結果（案）の確認結果連絡

⑭ 評 価 結 果 （ 案 ） の 送 付

 

⑰ 異 議 内 容 の 確 認
「異議なし」：評価結果決定

「異議あり」：委員会で再審査

⑱ 評 価 結 果 の 決 定
※訪問調査実施から約２ヶ月要します 

○23評価結果の公表（ ）
・「自己評価及び外部評価結果」「目標達成計

画」を に掲載

⑥ 手 数 料 の 振 込

⑦ 自 己 評 価 の 実 施
※訪問調査実施の２週間前までに提出

⑨利用者家族へ利用者家族等アンケート・

同意書の送付
※利用者家族等アンケート・同意書は、

利用者家族等から県社協へ直接回答

⑲ 外 部 評 価 の 実 績 報 告
・「目標達成計画」を作成・提出

※評価結果受理後、２週間後をめどに提出

○22受 理 日 確 定 後 の 手 続
・「目標達成計画」を提出

・市町村の「評価結果受理日」を報告

※市町村の通知後、早急に提出

○24外 部 評 価 の 活 用
・「ｻｰﾋﾞｽ評価の実施と活用状況」を作成

・運営推進会議、家族会等で報告

※サービス評価をどう活かせたか振り返る

⑫ 評 価 結 果 （ 案 ） の 作 成

⑩ 書 面 調 査 実 施

○21外部評価の実績受理
・「自己評価及び外部評価結果」

「目標達成計画」の受理日を通知

⑳外部評価の実績受付
・「自己評価及び外部評価結果」

「目標達成計画」を受理

職
員
の
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年
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は
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を
行
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ま
し
た
。
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考
え
方
の
指
針
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に
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て
、
こ
こ

は
こ
う
い
う
事
を
問
う
て
い
る
の
か
と

確
認
し
な
が
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進
め
る
の
で
す
が
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ル
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に
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め
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こ
と
を

職
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た
め
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と
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す
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訪
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査
の
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は
な
る
べ
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せ
よ
う
と
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思
い
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ま
す
が
、
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り
の
ま
ま
を
見
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も
ら
い
、
助
言
や
意
見
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く
よ
う
に
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が
け
ま
し
た
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ま
た
調
査
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寧
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し
、

事
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側
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も
参
考
に
し
て
評
価

し
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に
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に
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と
と
も
に
、
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の

交
流
で
清
掃
活
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な
ど
に
積
極
的
に
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よ
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ま
し
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ま
た
、
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評
価
で
「
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ス
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プ

に
向
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待
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い
内
容
」
が
記
載
さ

れ
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い
な
い
場
合
も
、
外
部
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価
以
外
の

項
目
で
で
き
て
い
な
い
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思
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と
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達
成
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画
を
作

成
し
、
改
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に
向
け
て
実
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る
こ
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受
審
の
申
込
み
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問
い
合
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施
設
福
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部

評
価
推
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福祉サービス第三者評価事業のご案内
 
○福祉サービス第三者評価事業とは 

    福岡県福祉サービス第三者評価推進機構から認証を受けた公正・中立な第三者機関が、福祉サービスを提

供している事業者について、専門的かつ客観的な立場から評価を行う仕組みです。一般の方々に対し、福祉サ

ービスの選択に有効な情報を提供し、また、事業所での福祉サービスの質の向上を図ることを目的としています。

○受審の効果は 

・ 利用者の安全、権利擁護、職員の質の向上など、健全な福祉経営の新たなヒントを得るきっかけとなります。

・ 自己評価や訪問調査等の第三者評価のプロセスを通して、職員の気づきの力、サービスの改善、課題の共有

化が深まります。

○保育所の計画受審  

平成２７年度から５年間で保育所の受審を促進するために、受審・公表を行った保育所に対して、受審料の半

額程度を補助することとなりました。
 

利用者の皆様に安心して質の高い福祉サービスを利用いただくために、積極的な受審をお願いします。
 

福岡県福祉サービス第三者評価の評価結果は、下記のＨＰで確認できます。 

  ・福岡県福祉サービス第三者評価推進機構ＨＰ http://www.fsw.or.jp/hyoka/top.html 

●受審の申込みは、下記評価機関へ直接ご連絡ください。 

・公益社団法人福岡県社会福祉士会 ☎

・特定非営利活動法人医療・福祉ネットワークせいわ ☎

・特定非営利活動法人北九州シーダブル協会 ☎

・公益社団法人福岡県介護福祉士会 ☎

●福岡県福祉サービス第三者評価推進機構事務局 

・福岡県社会福祉協議会 施設福祉部 評価推進課 ☎

受審されたみやこの苑グループホーム

で梅干しづくりに励む利用者のみなさん

Ｑ
１�　

受
審
し
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
り
ま
す
か
。

Ｑ
２��　

訪
問
調
査
の
様
子
は
い
か
が
で

し
た
か
。

Ｑ
３�　

こ
れ
ま
で
の
受
審
で
支
援
の
在

り
方
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

外
部
評
価
を
受
け
て
・
・
・
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高齢者を中心とした５つの合唱団がそれぞれ
に素晴らしい歌声を披露され、直方少年少女合
唱団を交えて出演者全員で「ふるさと」を歌いまし
た。合唱の楽しさや出演された皆さんの元気が存
分に伝わってくる合唱フェスティバルとなりました。

式典では、ねんりんピック山口大会で活躍した選手によ
る「元気ふくおか宣言」が行われ、地域や世代を超えた交
流を通じて、明るくはつらつとした高齢社会づくりを目指そ
うと呼びかけました。
続く記念講演では、歌手で俳優のピーターさんに「ピー

ターのビューティーライフ」～素敵な毎日を過ごすために～
と題して、トークショー形式で行われました。
ピーターさんとＭＣとの絶妙な
会話のやり取りは、常に笑いに包
まれながらも、来場された皆さんの
真剣な眼差しが印象的でした。

「おじいちゃん・おばあちゃんの絵」コンクールでは、
県 内 の 小 学 校 か ら

点の応募があり、
その中から入賞作品
点を展示しました。多くの
家族連れの方に鑑賞いた
だきました。

また、小ホールでは、地元タレントの今村敦子さん
の「読み聞かせ」やお笑い芸人スギちゃんの「笑って健

康ステージ」等が行
われ、子どもからシニ
アまで多くの世代が
一緒に楽しむことが
できました。

田川市と桂川町の各老人クラブ連合会による「地域文
化伝承コーナー」、ボランティア団体ひなたぼっこによる「絵
手紙体験コーナー」、「 歳
現役応援センター出張相談
会」等、多彩なコーナーを設
けました。

また、障害者がつくるまご
ころ製品や地元のグルメ等
を販売した「ふれあい市場」
や「健康福祉コーナー」、
「スポーツ・レクリエーション
体験コーナー」でも多くの人
で賑わいました。

福岡県ねんりんスポーツ・文化祭のメーンイベントや各種交流大会、合唱フェスティバル等が契機となり、
日頃から多くの方々との交流を深めながら、生きがいづくりや健康づくりを実践する「はつらつと輝く」
シニアの方がますます増えていくことを願っています。 

マスコットキャラクター くるりん

スポーツや文化活動を通じて、高齢者の生きがいづくり、健康づくりを支援する
ために福岡県では「ねんりんスポーツ・文化祭」を開催しており、世代を超えた
交流の輪を着実に広げています。１５回目となる今大会のメーンイベントを１１
月７日（土）に直方市のユメニティのおがたで開催しました。
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県
内
で
進
む 

災
害
時
の
支
援
協
力
体
制 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

地
域
福
祉
部

地
域
課

☎
０
９
２
‐５
８
４
‐３
３
７
７

民生委員制度創設１００周年に向けて、シンボルマーク決定 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
地
域
福
祉
部

地
域
課
内
）

☎
０
９
２
‐５
８
４
‐３
３
７
７

　

近
年
、
全
国
で
大
規
模
な
地
震
や
豪
雨
災

害
な
ど
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

場
合
、
地
域
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
と

な
り
、
様
々
な
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」を
立
ち
上
げ
、

要
援
護
者
の
支
援
や
救
援
活
動
を
行
う
こ
と

が
、
全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
・
広
域
的
な
災
害
が
発
生
す
る
と

多
く
の
思
い
を
持
っ
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
と
も
に
被
災
地
社
協
を
支
援
す
る
応
援
職

員
も
駆
け
付
け
ま
す
。

　

し
か
し
、
駆
け
付
け
た
応
援
職
員
は
、
被

災
地
社
協
の
現
状
と
課
題
も
十
分
に
共
有
で

き
な
い
ま
ま
に
支
援
に
当
た
ら
な
く
て
は
な

ら
ず
、
被
災
地
の
地
理
に
も
疎
い
た
め
、
効

果
的
な
支
援
に
は
、
時
間
を
要
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る
連
携
体

制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
近
隣
社
協
で
、
災
害

時
に
迅
速
か
つ
円
滑
に
、
支
援
を
実
施
す
る

た
め
、
糟
屋
郡
の
７
つ
の
社
協
（
宇
美
町
・

篠
栗
町
・
志
免
町
・
須
惠
町
・
新
宮
町
・
久

山
町
・
粕
屋
町
）
と
古
賀
市
社
協
、
広
域
的

な
支
援
を
担
う
県
社
協
で
、
平
成
27
年
12
月

１
日
に
、「
糟
屋
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
災

害
時
相
互
支
援
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
は
、
被
災
地
域
へ
の
支
援
職
員
の
派

遣
や
、
災
害
救
援
活
動
に
必
要
な
備
品
・
資

材
の
提
供
、
支
援
要
請
手
続
き
の
手
順
等
を

明
記
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
今
後
も
地
区
単
位
で
の
協
定

締
結
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
災

害
発
生
時
に
県
域
で
早
期
に
支
援
体
制
が
構

築
さ
れ
る
よ
う
体
制
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

一
方
、
北
九
州
市
で
は
、
去
る
11
月
12
日

に
市
社
協
と
北
九
州
青
年
会
議
所
が
災
害
時

相
互
協
力
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
災
害
時
に
相
互
に
協
力
し
て
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
や
人
的
・
物
的
支
援
等
を
行

う
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
12
月
11
日
に
は
、
大
牟
田
で
も
市

社
協
と
青
年
会
議
所
が
同
協
定
を
締
結
す
る

等
、
県

内
各
地

で
災
害

時
相
互

支
援
体

制
づ
く

り
が
進

ん
で
い

ま
す
。

北九州青年会議所　小森　敏弘 理事長（右）
北九州市社協　　　柏木　　修 会　長（左）

　

民
生
委
員
制
度
は
、
大
正
６

（
１
９
１
７
）
年
５
月
に
、
岡
山

県
で
始
ま
っ
た
「
済
世
顧
問
制
度
」

か
ら
数
え
て
、
平
成
29
年
５
月
に

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

福
岡
県
で
は
、
大
正
14
年
９
月

に
県
告
示
第
六
百
八
号
で
方
面
委

員
が
初
め
て
設
置
さ
れ
、
旧
門
司
、

大
牟
田
の
２
市
に
方
面
委
員
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
15
年
に
は
、
旧
小
倉
、
旧
若

松
、
旧
八
幡
、
旧
戸
畑
、
福
岡
、

久
留
米
の
６
市
で
方
面
委
員
が
委

嘱
さ
れ
、
人
口
の
多
い
都
市
か
ら

設
置
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

全
国
民
児
協
で
は
、
１
０
０
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
様
々
な

企
画
検
討
が
な
さ
れ
、
１
０
０
周

年
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
及
び
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

及
び
主
任
児
童
委
員
は
、
１
０
０

周
年
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
及
び

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
入
っ
た
バ
ッ

チ
を
着
用
し
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

福
岡
県
民
児
協
と
し
て
も
、
民

生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
に

向
け
て
、
福
岡
県
独
自
の
事
業
及

び
方
針
を
検
討
す
る
た
め
、「
民

生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
記

念
事
業
企
画
検
討
委
員
会
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
活
動

を
地
域
に
周
知
す
る
機
会
と
し
て

捉
え
、
記
念
事
業
等
の
企
画
検
討

及
び
、
機
運
の
醸
成
を
図
る
た
め

に
、
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
マ
ー
ク
と
「
100
」
の

文
字
を
組
み
合
わ
せ
、さ
ら
に「
地

域
に
根
ざ
す
」
と
い
う
委
員
活
動

の
特
性
を
踏
ま
え
た
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
「
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
と
も

に
」
を
一
体
的
に
デ
ザ
イ
ン
し
て

い
ま
す
。
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園児たちの声援で杵を持つ手に力が入りました。 

民生委員さんと一緒におもち丸めに挑戦！ 

みんなの気持ちがこもったおもちを配布。 

歳末たすけあい運動初日街頭募金を実施！ 

 「つながり ささえあう みんなの地域づくり」をスロー

ガンに、様々な福祉活動を展開する歳末たすけあい運動が

実施されました。福岡県共同募金会では、ボランティアの

ご協力のもと、運動初日となる１２月１日に西鉄福岡（天

神）駅周辺（福岡市中央区）で街頭募金を行い、県民の皆

様から１０４，４４６円の貴重な浄財をいただきました。

お正月を自宅で迎えるひとり暮らしの高齢者に物資を届

ける見守り活動や地域交流を目的とした餅つき大会、福祉

施設で暮らす子どもたちの進学や就職のための支援金な

どに活用させていただきました。 

   
 

う
き
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
の
一
環
と
し
て
、
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
を
兼
ね

て
、
お
正
月
用
お
も
ち
な
ど
を
配
布
す
る

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

 
 

吉
井
幼
稚
園
（
う
き
は
市
吉
井
町
）
で

は
、
１２
月
１６
日
、
民
生
委
員
や
園
児
の

保
護
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の
も
と

「
も
ち
つ
き
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
つ
き
た
て
の
お
も
ち
を
丸 

            

    

め
る
作
業
だ
け
で
な
く
、
も
ち
つ
き
に
も

挑
戦
し
、
園
庭
に
は
、
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、

ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
元
気
な
掛
け
声
が
響
き

ま
し
た
。 

 
 

 

つ
い
た
お
も
ち
は
、
も
ち
つ
き
会
の
当

日
の
午
後
か
ら
民
生
委
員
さ
ん
が
園
児

た
ち
の
手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
等
と
一
緒

に
、
地
域
に
住
む
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問
し
届
け
ら

れ
ま
し
た
。 

 
          

 

 
   

お
も
ち
を
受
け
取
っ
た
方
は
、
「
毎
年

お
も
ち
を
届
け
て
く
れ
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で

す
。
私
は
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
暮
ら
し
て

い
け
ま
す
。
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

吉
井
幼
稚
園
で
は
、
も
ち
つ
き
会
以
外

に
も
園
児
た
ち
手
作
り
の
年
賀
状
を
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
配
布
す
る
活
動

を
さ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
の
方
に
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。 

共
同
募
金
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の
見

守
り
活
動
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

           

【
う
き
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
】
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
お
も
ち
を
届
け
る
！ 

「 

お
正
月
用
お
も
ち
配
布
」で
地
域
の
見
守
り
を
支
援 

気
持
ち
の
こ
も
っ
た
お
も
ち 

高
齢
者
お
宅
へ
の
訪
問 

元気な呼びかけに多くの方々が募金にご協力くださいました。 

春のひとり暮らし高齢者等交歓会の様子 

 
                            

                            

  

１１
月
２９
日
、
寒
空
の
下
、
大
木
町
社
協

で
は
、
天
然
温
泉 

大
木
の
湯 

ア
ク
ア
ス

（
大
木
町
）
前
で
、
福
祉
に
つ
い
て
、
目

で
見
て
、
体
験
し
て
、
身
近
な
も
の
と
し

て
感
じ
て
も
ら
い
、
共
同
募
金
に
つ
い
て

啓
発
す
る
た
め
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

大
木
中
学
校
生
徒
の
協
力
に
よ
る
募
金

活
動
や
福
祉
用
具
の
展
示
・
体
験
、
障
害

を
抱
え
た
方
々
が
働
く
事
業
所
に
よ
る

お
弁
当
や
お
菓
子
等
の
販
売
、
赤
い
羽
根 

 
   

  
         

共
同
募
金
啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
「
共
同
募
金
や
福
祉
に

触
れ
あ
っ
て
、
少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
自
分
に
何
か
で
き
る
こ
と
が

な
い
か
を
考
え
る
機
会
に
な
れ
ば
い
い

で
す
ね
。
ま
た
、
困
っ
た
と
き
に
は
社
協

を
頼
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
」
と
担

当
者
は
話
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
集
ま
っ
た
貴
重
な
浄
財
は
、
共
同

募
金
会
を
通
じ
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

等
の
交
歓
会
や
障
害
児
者
の
福
祉
増
進

と
社
会
参
加
を
目
的
と
し
た
活
動
の
支

援
な
ど
、
大
木
町
の
身
近
な
福
祉
活
動
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。 

  
 

           

松ヶ江南小学校（門司区）での表彰の様子（６年２組の皆さん） 

共同募金をもっと身近なものへ。赤い羽根キャッチフレーズ入選校を訪問して表彰！ 

今年の赤い羽根キャッチフレーズ募集には、県内の小・

中・高等学校等から、１，７１４点の応募があり、最優秀

作は、１０月２３日、福岡県社会福祉大会（春日市）で表

彰しました。 

また、佳作・特別賞は、入選された学校を訪問し、全校

集会や学年集会などで表彰式を行いました。 

児童・生徒たちには、赤い羽根キャッチフレーズの応募

を通して、共同募金に参加いただいています。 

佳作・特別賞入選学校 

・北九州市立松ヶ江南小学校（門司区） 

・敬愛小学校（門司区） 

・八女市立黒木小学校（八女市） 

・大野城市立御笠の森小学校（大野城市） 

・朝倉市立朝倉東小学校（朝倉市） 

・宇美町立原田小学校（宇美町） 

・粕屋町立大川小学校（粕屋町） 

・筑前町立中牟田小学校（筑前町） 

・筑前町立三輪小学校（筑前町） 

・大刀洗町立大刀洗小学校（大刀洗町） 

・福岡市立東住吉中学校（博多区） 

・福岡市立宮竹中学校（南区） 

・福岡市立長尾中学校（城南区） 

・筑前町立三輪中学校（筑前町） 

・福岡県立八幡高等学校（八幡東区） 

・福岡県立八幡中央高等学校（八幡西区） 

・福岡県立青豊高等学校（豊前市） 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

福
岡
県
共
同
募
金
会 

☎ 

０
９
２-

５
８
４-

３
３
８
８ 

【
大
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
】
心
も
体
も
温
ま
る
！ 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
ま
つ
り 
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元気な呼びかけに多くの方々が募金にご協力くださいました。 

春のひとり暮らし高齢者等交歓会の様子 

 
                            

                            

  

１１
月
２９
日
、
寒
空
の
下
、
大
木
町
社
協

で
は
、
天
然
温
泉 

大
木
の
湯 

ア
ク
ア
ス

（
大
木
町
）
前
で
、
福
祉
に
つ
い
て
、
目

で
見
て
、
体
験
し
て
、
身
近
な
も
の
と
し

て
感
じ
て
も
ら
い
、
共
同
募
金
に
つ
い
て

啓
発
す
る
た
め
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

大
木
中
学
校
生
徒
の
協
力
に
よ
る
募
金

活
動
や
福
祉
用
具
の
展
示
・
体
験
、
障
害

を
抱
え
た
方
々
が
働
く
事
業
所
に
よ
る

お
弁
当
や
お
菓
子
等
の
販
売
、
赤
い
羽
根 

 
   

  
         

共
同
募
金
啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
「
共
同
募
金
や
福
祉
に

触
れ
あ
っ
て
、
少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
自
分
に
何
か
で
き
る
こ
と
が

な
い
か
を
考
え
る
機
会
に
な
れ
ば
い
い

で
す
ね
。
ま
た
、
困
っ
た
と
き
に
は
社
協

を
頼
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
」
と
担

当
者
は
話
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
集
ま
っ
た
貴
重
な
浄
財
は
、
共
同

募
金
会
を
通
じ
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

等
の
交
歓
会
や
障
害
児
者
の
福
祉
増
進

と
社
会
参
加
を
目
的
と
し
た
活
動
の
支

援
な
ど
、
大
木
町
の
身
近
な
福
祉
活
動
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。 

  
 

           

松ヶ江南小学校（門司区）での表彰の様子（６年２組の皆さん） 
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問
い
合
わ
せ
先
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福
岡
県
共
同
募
金
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９
２-

５
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４-

３
３
８
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本会では、各種社会福祉施設で構成する協議会の事務局（１１種別）を担っています。 
今年度は、このコーナーで順次各種別協議会の活動等を紹介します。 

福岡県社会就労センター協議会 

福岡県セルプセンター（平成２８年度からは「ＮＰＯ法⼈セルプセンター福岡」に変更予定） 
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福岡県セルプセンターは、いわゆる就労事業の振興、
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⾃⽴⽣活が可能となる⼯賃⽔準をめざして共に取り組ん

でいきたいと願っています。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

社会福祉施設 種別協議会 紹介 

【各種別協議会 事務局】  施設福祉部 施設課内  （春日市原町 3-1-7 ｸﾛｰﾊﾞｰﾌﾟﾗｻﾞ西棟 6階） 
TEL ０９２－５８４－３３７７（代表）  FAX ０９２－５８４－３３６９・３３８１ 

昨年度の福岡三越での⼤規模販売会 
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 ふくふくＩｎｆｏ 

 
 

福岡トヨペット株式会社様から、今年度も県内の高齢者福祉施

設・障害者福祉施設３０カ所にそれぞれ１台ずつ車いすを寄贈され

ました。 

同社は平成１９年から今回までに 3６6 台の車いす寄贈を続け

てこられました。 

去る１２月１５日（火）に福岡トヨペット株式会社 谷口 正彦 

常務取締役が本会を来訪され、寄贈事業の報告があり、寄贈を受け

た施設から「足腰の不自由な利用者が多く、車いすで行動範囲が拡

がり、大変感謝しています。」との声が寄せられているそうです。 

福岡トヨペット株式会社様、ありがとうございました。 

 
社会福祉法人 読売光と愛の事業団西部支部様は、毎年末、福岡県内の母子生活支援施設の利用者へ「歳

末プレゼント」（１世帯あたり１万円）を贈られており、今年で３２年目を数えます。 

去る平成２７年１２月２１日（月）、読売新聞西部本社で行

われた目録寄贈式では、読売光と愛の事業団 上村 克也 事業部

長（写真右）が「毎年、寄付いただいた善意を母子支援施設に

入所の母子世帯へつなげていければとの思いで歳末プレゼント

を継続しています。この時期にクリスマスプレゼントやお年玉

として活用いただきたいと考えています。」と目録を贈呈され

ました。 

これを受けたアゼリア・宮田の野間口 博文 施設長（福岡県

母子生活支援施設協議会 副会長、写真左）は「経済的に厳しい

世帯も多い中、年末に多額の寄付をいただき、感謝申し上げま

す。いただいた浄財は社会と繋がっている事を母子に伝え、大

切に活用させていただきます。」とお礼を述べました。 

 
 
福岡県医薬品配置協会様（上村 光昭 会長、写真右）では、「薬と健康の週間」に因み、毎年児童養護

施設への医薬品の寄贈を行っておられます。 

今年度は、去る１０月３０日（金）に福岡県庁で医薬品（キ

ズ絆１,０００個）の贈呈式が行われました。 

同協会の上村会長は、「各施設の子ども達の保健衛生の向上

に役立てていただければ幸いです」と述べられ、受領した久留

米天使園 中島 俊則 園長（福岡県児童養護施設協議会 会長、

写真左）は、「児童養護施設の子ども達は、こちらがハラハラ

するほど、毎日元気に過ごしています。スポーツや走り回った

りしてケガをすることがよくあるので、寄贈いただいたキズ絆

は大切に活用させていただきます。」と感謝の言葉を述べまし

た。 

寄贈いただいた医薬品は、本会を通じて県内の各児童養護施

設（２０施設）にお贈りしています。 

この度は誠にありがとうございました。 

 

希望舎での寄贈式 

今年は７施設にプレゼントが贈られました 

子ども達の健康を願い、キズ絆を受け取りました 
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写真左）は、「児童養護施設の子ども達は、こちらがハラハラ

するほど、毎日元気に過ごしています。スポーツや走り回った

りしてケガをすることがよくあるので、寄贈いただいたキズ絆

は大切に活用させていただきます。」と感謝の言葉を述べまし

た。 

寄贈いただいた医薬品は、本会を通じて県内の各児童養護施

設（２０施設）にお贈りしています。 

この度は誠にありがとうございました。 

 

希望舎での寄贈式 

今年は７施設にプレゼントが贈られました 

子ども達の健康を願い、キズ絆を受け取りました 
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福岡トヨペット株式会社様から、今年度も県内の高齢者福祉施

設・障害者福祉施設３０カ所にそれぞれ１台ずつ車いすを寄贈され

ました。 

同社は平成１９年から今回までに 3６6 台の車いす寄贈を続け

てこられました。 

去る１２月１５日（火）に福岡トヨペット株式会社 谷口 正彦 

常務取締役が本会を来訪され、寄贈事業の報告があり、寄贈を受け

た施設から「足腰の不自由な利用者が多く、車いすで行動範囲が拡

がり、大変感謝しています。」との声が寄せられているそうです。 

福岡トヨペット株式会社様、ありがとうございました。 

 
社会福祉法人 読売光と愛の事業団西部支部様は、毎年末、福岡県内の母子生活支援施設の利用者へ「歳

末プレゼント」（１世帯あたり１万円）を贈られており、今年で３２年目を数えます。 

去る平成２７年１２月２１日（月）、読売新聞西部本社で行

われた目録寄贈式では、読売光と愛の事業団 上村 克也 事業部

長（写真右）が「毎年、寄付いただいた善意を母子支援施設に

入所の母子世帯へつなげていければとの思いで歳末プレゼント

を継続しています。この時期にクリスマスプレゼントやお年玉

として活用いただきたいと考えています。」と目録を贈呈され

ました。 

これを受けたアゼリア・宮田の野間口 博文 施設長（福岡県

母子生活支援施設協議会 副会長、写真左）は「経済的に厳しい

世帯も多い中、年末に多額の寄付をいただき、感謝申し上げま

す。いただいた浄財は社会と繋がっている事を母子に伝え、大

切に活用させていただきます。」とお礼を述べました。 

 
 
福岡県医薬品配置協会様（上村 光昭 会長）は、「薬と健康の週間」に因み、県を通じ、毎年児童養護

施設への医薬品の寄贈を行っておられます。 

今年度は、去る１０月３０日（金）に福岡県庁で医薬品（キ

ズ絆１,０００個）の贈呈式が行われました。 

同協会の上村会長は、「各施設の子ども達の保健衛生の向上

に役立てていただければ幸いです」と述べられ、受領した久留

米天使園 中島 俊則 園長（福岡県児童養護施設協議会 会長、

写真左）は、「児童養護施設の子ども達は、こちらがハラハラ

するほど、毎日元気に過ごしています。スポーツや走り回った

りしてケガをすることがよくあるので、寄贈いただいたキズ絆

は大切に活用させていただきます。」と感謝の言葉を述べまし
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寄贈いただいた医薬品は、本会を通じて県内の各児童養護施

設（２０施設）にお贈りしています。 
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日 時 平成 年２月 日（水） 時 分 時 （受付 時 分から）

会 場 福岡国際会議場 ２階 多目的ホール （福岡市博多区石城町２－１）

内 容 ＜講演＞ 「２０２５年に向けた地域づくり～地域でともに暮らす支え合いとは～」
講 師 ＮＰＯ法人全国コミュニティライフサポートセンター 理事長 池田 昌弘 氏

＜ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ＞ テーマ「実践！地域の暮らしを支える」
ﾊﾟﾈﾘｽﾄ はまおう助っ人センター、川瀬北行政区サロン、下矢部西部地区社会福祉協議会

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

地域が抱える問題や地域のつながりづくりの大切さについて、地域住民、ボランティア活動者、専門職等

が一緒に考え、官民一体となった住民主体の元気な地域づくりを進めるため、標記セミナーを開催します。 

 

 

 
 
 

 
生命保険協会福岡協会様及び生命保険協会北九州協会様は、平成元年からこれまでに８８台の福祉巡回車

を、本会を通じて県内の市町村社会福祉協議会に寄贈されています。 

車両は、保険協会加盟各社の職員の皆様方の募金活動により、ご提供いただいたもので、平成 27 年度は、

福岡市、筑後市、北九州市、直方市の各社協へ１台ずつ、計４台の車両が寄贈されました。 

去る平成 27年 12月 9日（水）にふくふくプラザ（福岡市）で行わ

れた福祉巡回車贈呈式では、生命保険協会福岡協会 堀江 喜義 会長（写

真右）から福岡市社協 谷口 芳満 常務理事（写真左）にマスコット

キーの贈呈がありました。 

寄贈された車は、一人暮らし高齢者への配食サービスや見守り訪問活

動、判断能力の不十分な方々の地域生活を支援する活動、子育てサロン

活動など、地域福祉活動の推進や在宅福祉サービスの充実のために活用

されています。毎年、本当にありがとうございます。 

●携帯に便利なポケットサイズ ＜縦１４ｃｍ 横 ｃｍ＞
●スケジュール欄は、見やすい見開きカレンダータイプ

（２０１６年１月～２０１７年３月分）

【主な内容】
○社会福祉関係資料 ・・・ 社会福祉関係法律の要点など
○福岡県関係資料 ・・・ 県内社会福祉施設、福祉事務所、

児童相談所、年金事務所、保健所、地域包括支援センター等
の所在地・電話番号、各種相談窓口の連絡先や福岡県の人口
と世帯・高齢化率等

金額（税込）１冊 ８００円
送料別： ～２冊 １８０円、 ３～ 冊３６０円、

冊以上 ６００円

【問い合わせ先】 地域福祉部 地域課 ☎０９２－５８４－３３７７

【問い合わせ先】 総務部 総務課 ☎０９２－５８４－３３７７ （月～金 ９：００～１７：３０）
※申込用紙は本会ホームページ（ ）からダウンロードしてください。

直接購入する場合は、クローバープラザ 西棟６階 総務課までお越しください。
土日祝日は、クローバープラザ 東棟２階 福祉情報センター（県民サービス部 人材・情報課）窓口で購入できます。
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